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本
場
の
韓
国
料
理
の
作
り
方
を
学
ぶ
た

め
、
料
理
講
座
を
開
催
。
キ
ム
チ
と
、
茹

で
た
豚
肉
と
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を
白
菜
に
巻
い

て
食
べ
る
ポ
ッ
サ
ム
を
調
理
し
た
。

　

ま
ず
講
師
が
調
理
の
見
本
を
示
し
な
が

ら
、
韓
国
の
食
文
化
や
日
本
と
韓
国
の
キ

ム
チ
の
作
り
方
の
違
い
を
説
明
。
そ
の
後

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
レ
シ
ピ

に
従
っ
て
調
理
に
挑
戦
し
た
。
作
っ
た
ヤ

ン
ニ
ョ
ム
を
白
菜
に
塗
り
込
む
作
業
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
参
加

者
と
相
談
し
た
り
、
講
師
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
た
り
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
調
理

し
て
い
た
。

　

完
成
後
は
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
お

か
ず
に
食
事
会
を
開
催
。
参
加
者
は
本
場

の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　

企
業
が
活
用
で
き
る
補
助
金
・
助
成
金
や

税
制
優
遇
等
の
企
業
支
援
施
策
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
・
県
・
市
の
各
担

当
者
を
招
い
て
説
明
会
を
開
催
。
生
産
性
向

上
、
設
備
投
資
、
人
材
確
保
、
賃
上
げ
支
援

な
ど
へ
の
施
策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

複
数
の
支
援
機
関
の
施
策
を
一
度
に
把
握

で
き
る
機
会
と
し
て
、
多
く
の
事
業
者
や
企

業
支
援
担
当
者
ら
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
補
助

金
・
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
、
申
請
要
件

や
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
解
説
が

あ
っ
た
ほ
か
、
企
業
を
取
り
巻
く
課
題
と
し

て
注
目
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策

や
女
性
活
躍
推
進
支
援
策
に
つ
い
て
も
紹
介

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

福
井
市
中
心
市
街
地
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、
福
井
城
「
坤
ひ
つ
じ
さ
る

櫓や
ぐ
ら」
の
復
元
現
場
を
見
学
し
た
。

　

ま
ず
、
福
井
県
よ
り
『
県
都
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
』
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で

あ
る
福
井
城
址
整
備
の
説
明
を
受
け
た
。

坤
櫓
は
昨
年
７
月
か
ら
復
元
工
事
が
始
ま

り
、
福
井
城
址
の
南
西
角
に
令
和
11
年
に

完
成
予
定
。
高
さ
は
16
メ
ー
ト
ル
で
、
北

陸
新
幹
線
福
井
駅
か
ら
も
眺
望
可
能
と
な

る
。
交
通
結
節
点
で
あ
る
福
井
駅
に
近
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
県
観
光
の
玄
関

口
と
し
て
も
魅
力
が
高
ま
る
。

　

参
加
者
は
現
場
で
、
１
６
０
６
年
築
城

当
時
の
発
掘
さ
れ
た
礎
石
や
刻
印
が
残
る

石
垣
や
堀
を
見
学
し
、
福
井
城
址
の
歴
史

的
価
値
の
高
さ
を
再
確
認
し
た
。

　

入
会
し
て
か
ら
３
年
以
内
の
事
業
所
を

対
象
に
、
新
入
会
員
交
流
会
を
開
催
。

　

は
じ
め
に
、
八
木
会
頭
に
よ
る
歓
迎
挨

拶
と
職
員
に
よ
る
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
当
所
の
経
営

支
援
体
制
や
広
報
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
。
続
い
て
、
参
加
者

が
自
社
の
事
業
内
容
や
沿
革
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
他
の
参
加
者
に
向
け
自
己
紹

介
を
行
っ
た
。

　

自
由
交
流
の
時
間
で
は
、
参
加
者
同
士

が
名
刺
交
換
を
行
い
積
極
的
に
交
流
を
深

め
た
。
会
場
の
各
所
で
会
話
の
輪
が
広
が

り
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
新
た
な
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
会
場

は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
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韓
国
文
化
体
験
企
画

韓
国
料
理
講
座

担
当
／
福
井
県
日
韓
親
善
協
会

令
和
８
年
度
支
援
施
策

合
同
説
明
会

担
当
／ 

創
業
・
経
営
支
援
課

福
井
城
坤
櫓
復
元 

現
場
見
学
会

担
当
／
理
財
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
部
会

新
入
会
員
交
流
会
２
０
２
６

担
当
／
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

登壇者／韓国料理研究家 金 希南 氏
参加人数／ 29 社　45 人

説明者／近畿経済産業局、福井労働局、
　　　　福井県、福井市
参加人数／ 196 名　172 社
　　　　　（会場・オンライン含む）

登壇者／福井県未来創造部 交通まちづくり課
　　　　参事 谷口直子 氏
参加人数／ 16 社　16 名

参加人数／ 26 名
参加企業／ 25 社
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３
日
■  

第
41
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り　

ふ
く
い
〝
あ
て
〟
フ
ェ
ス
（
～
５
日
）

１
日
■  

韓
国
料
理
講
座
～
韓
国
文
化
体
験
企
画
～

２
日
■  

常
議
員
会
・
議
員
懇
談
会

■  

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
ア
ー
ト
思
考
セ
ミ
ナ
ー

４
日
■  

新
入
会
員
交
流
会
２
０
２
６

18
日
■  

福
井
城
坤
櫓
復
元　

現
場
見
学
会
（
理
財
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
部
会
）

19
日
■  

令
和
８
年
度
支
援
施
策
合
同
説
明
会

21
日
■  

ふ
く
ト
ゥ
ク
で
行
く
！
春
の
ま
ち
な
か
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ラ
イ
ド
（
～
４
／
５
）

25
日
■  

新
入
社
員
研
修
２
０
２
６
（
～
27
日
）

31
日
■  

通
常
議
員
総
会

Chamber calendar  会議所カレンダー

3.21~4.5
ふ
く
ト
ゥ
ク
で
行
く
！

春
の
ま
ち
な
か
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ラ
イ
ド

担
当
／
新
幹
線
・
都
市
再
生
推
進
課

周遊先／足羽山、足羽河原、
　　　　福井城址周辺

　

時
速
20
キ
ロ
に
満
た
な
い
低
速
で
走
行

す
る
電
動
カ
ー
ト
「
ふ
く
ト
ゥ
ク
」
を
使

用
し
た
ま
ち
な
か
周
遊
事
業
を
ふ
く
い
桜

ま
つ
り
の
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施
。
ふ
く

ト
ゥ
ク
は
主
に
福
井
駅
周
辺
に
お
け
る
観

光
周
遊
促
進
や
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
た

め
に
運
行
し
て
い
る
。

　

今
回
は
30
分
と
90
分
の
２
つ
の
ル
ー
ト

コ
ー
ス
を
設
定
。
足
羽
山
や
足
羽
河
原
、

福
井
城
址
周
辺
な
ど
、
福
井
市
中
心
市
街

地
の
桜
の
名
所
を
巡
っ
た
。

　

県
外
や
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
も
乗
車

い
た
だ
き
、
扉
や
窓
が
な
い
開
放
的
な
車

両
で
春
風
を
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
福

井
の
ま
ち
な
か
を
堪
能
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
定
期
的
な
運
行
を
企
画
し
、
運

行
頻
度
を
高
め
て
い
く
。

　

４
月
か
ら
県
内
で
働
く
新
入
社
員
を
対
象

と
し
た
「
新
入
社
員
研
修
２
０
２
６
」
を
開

催
し
、
県
内
企
業
・
団
体
55
社
か
ら
95
名
が

参
加
。
３
日
間
の
研
修
で
は
、
社
会
人
と
し

て
の
基
本
姿
勢
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
報
連

相
や
電
話
応
対
な
ど
実
務
に
直
結
す
る
内
容

を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

交
え
た
実
践
形
式
で
学
ん
だ
。
加
え
て
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
、
新
た
に
生
成
Ａ
Ｉ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
適
切
な
付
き
合
い
方
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
な
ど
の
項
目
を
取
り
入
れ
、
専

門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
具
体
的
な
事
例
を

交
え
講
義
を
行
っ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

が
高
ま
っ
た
」「
現
場
で
活
か
せ
る
内
容
だ
っ

た
」「
不
安
や
悩
み
を
共
有
で
き
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

3.25~27

新
入
社
員
研
修
２
０
２
６

担
当
／
創
業
・
経
営
支
援
課

講師／株式会社インソース 専任インストラクター
　　　河岡みずほ氏　他
参加人数／ 95 名
参加企業／ 55 社


